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5月12日(金)に新1年生を歓迎して「1年生をむかえる会」が行
われました。コロナ禍と体育館の改築工事のため、この３年間、体
育館での児童会行事をすることができませんでした。久しぶりに
全校児童が体育館に集まって楽しいひとときを過ごしました。６年
生の「昆虫太極拳」では、１年生も一緒に踊りにチャレンジしていま
したが、いつの間にか全学年がその場で踊りに参加するなど、大
いに盛り上がりました。
１年生は、入学して約１ヶ月が過ぎ、学校生活にも慣れてきたこと
と思います。楽しいこといっぱいの識名小学校をもっともっと好き
になってくれたらいいなと思います。

4月28日(金)に春の遠足が行われました。当日は天候
にも恵まれ、各学年とも楽しく過ごしたようすが写真等か
らも伝わってきました。 ６年生は、ひめゆり平和祈念資料
館と平和祈念公園を訪れました。平和学習の一環として
も位置づけ、あらためて平和の大切さなどを学びました。
平和祈念堂では「沖縄から平和の歌を」（作詞・作曲：下
地なを美）を歌い、祈念堂に６年生の歌声を響かせました。
私もこのタイミングで祈念堂に行きました。「♩ぼくたちは
わかっているよ. 平和が一番 大切ってことを・・・♩」の歌い
出しに、６年生の想いが伝わってきました。６月には全校
で平和旬間の取組がされます。識名っ子みんなで平和の
尊さや互いを思いやる大切さなどを考えることができるよ
うな取組ができればいいなと思います。

＜地域コーディネーター＞
本多まどかさん
本多まどかさんは、現在、学校と家庭・
地域を結ぶパイプ役として週2回（火・金）
来校しています。子供達の学習に活かせ
る地域資源の開発、地域資源を活用した
学習カリキュラムの開発など、学校職員と
連携を図りながら活動しています。また、
学校と地域が連携した子どもの居場所づ
くりについても取り組んでいます。本多さ
んは社会教育士の資格を有しており、普
段は繁多川公民館の職員として勤務して
います。保護者の皆様も気軽に声をかけ
てお話ししてみて下さい。

本校の玄関付近にクラブハウス（地域連携室）があります。
この施設は、地域の様々な人たちが学びや集い、憩いの場と
して活用できるものです。コロナ禍では、利用や活動の制限
がありましたが、今後は様々なかたちで利用されていくこと
を期待しています。そのことで学校と地域がより一層つなが
ることにもなります。
4月28日(金)には、高齢者の居場所づくりとして、「ビブリ
オサポートいずみ」と「包括支援センター繁多川」による「那
覇市認知症カフェBookブックこんにちは」が開催されました。
地域のお年寄りの方はもちろんのこと、放課後の時間帯でし
たので、放課後児童クラブの子供達も集い、みんなが憩える
ブックカフェとなっていました。今後定期的に開催がされます。
その他にも学校と地域が連携した取組ができるよう地域と共
に考えて参ります。

＜クラブハウス（地域連携室）の活用＞

平和祈念堂で歌う６年生

地域連携室前にのぼりを立てて開催

楽しく過ごす子供達

ひな壇の１年生にむけてダンスを披露 変装して会を盛り上げる子供達

1年生に手作りのお面をプレゼント 最後に1年生もダンスを披露

繁多川公民館職員
の本多まどかさん


